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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公表番号】特表2006-504435(P2006-504435A)
【公表日】平成18年2月9日(2006.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2006-006
【出願番号】特願2004-553402(P2004-553402)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/16    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   7/00    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  39/21    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月28日(2009.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｇｐ１２０の９１位のアミノ酸における変異、ｇｐ１２０の２４３位のアミノ酸におけ
る変異、ｇｐ１２０の２４５位のアミノ酸における変異およびｇｐ１２０の２４９位のア
ミノ酸における変異を含む、分離されたＨＩＶ－１エンベロープタンパク質。
【請求項２】
　９１位の変異がＤ９１Ｎである、請求項１に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質
。
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【請求項３】
　２４３位の変異がＮ２４３Ｋである、請求項１に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパ
ク質。
【請求項４】
　２４５位の変異がＴ２４５Ｓである、請求項１に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパ
ク質。
【請求項５】
　２４９位の変異がＰ２４９Ｓである、請求項１に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパ
ク質。
【請求項６】
　アミノ酸６４、８４、２１９、２８７、２９０、３００、３１１、３１２、３１４、３
１６、３４５、３７１、３７２、３９８、４１８、４２６、４３５、４６６および４７２
からなる群より選択される配列番号２のアミノ酸配列に対応する位置に１個以上のアミノ
酸置換をさらに含む、請求項１に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質。
【請求項７】
　Ｖ６４Ａ、Ｑ８４Ｅ、Ｄ２８７Ｎ、Ｄ２９０Ｎ、Ｎ３１１Ｙ、Ｙ３１２Ｎ、Ｋ３１４Ｒ
、Ｋ３１６Ｔ、Ｎ３７１Ｋ、Ｐ３７２Ｑ、Ｖ４２６Ｉ、Ｋ４３５Ｎ、Ｅ４６６ＮおよびＤ
４７２Ｎからなる群より選択される配列番号２のアミノ酸配列に対応する位置に１個以上
のアミノ酸置換をさらに含む、請求項１に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質。
【請求項８】
　配列番号２の９１位のアミノ酸におけるＤ９１Ｎの変異、配列番号２の２４３位のアミ
ノ酸におけるＮ２４３Ｋの変異、配列番号２の２４５位のアミノ酸におけるＴ２４５Ｓの
変異および配列番号２の２４９位のアミノ酸におけるＰ２４９Ｓの変異を含む、請求項１
に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質。
【請求項９】
　アミノ酸６４、８４、２１９、２８７、２９０、３００、３１１、３１２、３１４、３
１６、３４５、３７１、３７２、３９８、４１８、４２６、４３５、４６６および４７２
からなる群より選択される配列番号２のアミノ酸配列に対応する位置に１個以上のアミノ
酸置換をさらに含む、請求項８に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質を含む組成
物。
【請求項１１】
　アジュバントをさらに含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　薬学的に許容される担体をさらに含む、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　組成物は非経口投与用に製剤化されている、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１から９のいずれか一項に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質を含む、融
合タンパク質。
【請求項１５】
　ｇｐ４１の１以上のドメインをさらに含む、請求項１４記載の融合タンパク質。
【請求項１６】
　ｇｐ４１のドメインは、ロイシンジッパー、膜近傍αヘリックス領域、膜貫通セグメン
トおよび細胞質尾部からなる群から選ばれる、請求項１５記載の融合タンパク質。
【請求項１７】
　ドメイン中に１以上アミノ酸置換を有するｇｐ４１の１以上のドメインをさらに含む、
請求項１５記載の融合タンパク質。
【請求項１８】
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　１以上アミノ酸置換がｇｐ４１のロイシンジッパー中にある、請求項１５記載の融合タ
ンパク質。
【請求項１９】
　ＨＩＶ－１に対する免疫反応を生じるためのワクチンまたは免疫原性組成物である、請
求項１０から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載のＨＩＶ－１エンベロープタンパク質をコードす
る核酸分子。
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